
<法

身

>

の

二
種

に

つ
い

て

(
R
・

ア

ビ

ト
)

<
法
身
>
の
二
種

に

つ
い
て

ル

ー

ベ

ン
・

ア

ビ

ト

大
乗
仏
教
の
中
心
概
念
の

一
つ
で
あ
る

<法
身
>
(dh
arm
ak
ym
)は

複
雑
な
展
開
の
過
程
を
経
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
諸
経
論
に
お

い
て

<法
身
>
の
語
に
は
二
種
の
顕
著
な
用
法
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
次
の
成
唯
識
論
第
十
の
箇
所
に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

大
覚
世
尊
成

就
無
上
寂
黙
法
一故
名
二大
牟
尼
一
。此
牟
尼
尊
所
得
二
果
永
離
二

二
障
一亦
名
二法
身
。
無
量
無
辺
力
無
畏
等
大
功
徳
法
所
二荘
厳
一故
。
(中
略
)

如
是
法
身
有
三
二
相
別
一
。一
自
性
身
。
謂
諸
如
来
真
浄
法
界
。
(中
略
)
即
此

自
性
身
亦
名
二法
身
幻
大
功
徳
法
所
依
止
故
。
二
受
用
身
。
(中
略
)
三
変
化

身
。』
(大
正
三
十
一
・
五
七
下
)
。(1
)

す
な

わ
ち
、

一
方
で
は
、
煩
悩
・
所
知
の
二
障
を
断
つ
て
無
量
無
辺

の
功
徳
(
2
)
を
獲
得
し
て
如
来
の
境
地
に
到
達
し
た
も
の
を
法
身
と
呼
ぶ

が
、
他
方

で
は
そ
の
如
来
法
身
を
三
身
に
分
け
て
、
そ
の
中
の
第
二

を

法
界
と
等

し
い
自
性
身
と
呼
ぴ
な
が
ら
こ
れ
を
も
法
身
と
名
づ
け
る
の

で
あ
る
。

前
者
は
い
わ
ば

<法
身
>
の
総
括
的
用
法
に
対
し
て
、
後
者

な
そ
の
個
別
酌
用
怯
で
あ
る
と
い
え
る
。
(3
)

本
稿
に
お
い
て
こ
の
二
種
の
用
法
の
背
景
及
び
そ
の
意
義
を
検
討
し

て
み
た
い
。

さ
て
、
<法
身
>

は
如
来
の
説
明
語

(adh
iva
c
a
n
a
)
と
し
て
パ
ー
リ

仏
典
或
い
は
般
若
経
典
に
例
を
見
出
す
が
、
そ
こ
で

<法
を
身
体
と
す

る
も
の
>
と
い
う
意
味
が
示
さ
れ
る
。
(4
)

と
こ
ろ
で

<法
>
(dh
arm
a
)
の
と
ら
え
か
た
に
よ
つ
て

<法
身
>
の

ニ
ユ
ア
ン
ス
が
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
如
来
を

<法
を
身
体

と
す
る
も
の
>
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
如
来
を
そ
の
悟
ら
れ
た
真
理
、

ま
た

は

そ

の
説

か

れ

た
教

法

に
等

し

い
も

の
と

見

な
す

立
場

に
基

づ

い

て

い

る

と

い
え

る
。

な

お
、

大

乗

に

お

い

て
は

d
h
a
r
m
m
は
空

性

(
s
n
y
a
ta
)

と

し

て
説

か

れ
、

こ

れ

は

さ
ら

に
展

開

し

て
、

法

性

(
d
h
a
rm
a
ta
)
、真

如

(ta
th
a
ta
)
、諸

法

実

相

(ta
ttv
as
y
a
 l
k
sm
n
a
,
 
dh
a
rm
a
n
a
 

d
h
a
rm
-

a
ta
)
、ま

た

は

法

界

(
d
h
a
rm
a
d
h
a
t
u
)の
諸

概
念

と
結

び

つ
い

て

説

か

れ

る

よ

う

に
な

る

の

で

あ

る
。
(
5
)

他
方

で

は
覚

者

が

そ

の
悟

り

に
結

び

つ
く
徳

性

(d
h
a
rm
a
)
を

獲

得

し

た

と

い
う

意

味

に

お

い
て
如

来

を

<法

を

身
体

と

す

る

も

の
>

と

よ

-192-



ぶ
こ
と
も
あ
る
。

ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
い
て
は
、
如
来

の
あ
り
か
た
を
戒
・

定
・
慧
・
解
脱
・
解
脱
知
見
と
い
う
五
種
の
徳
性
に
よ
つ
て
説
明
す
る

五
分
法
身
観
が
こ
の
関
連
で
指
摘
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
覚
者
の
も
つ
不

共
法

(
a
v
e
k
b
d
d
h
a
d
h
a
r
m
a
)
を

背
景
に
し
て

<法
身
>
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
(
6
)

要
す
る
に

dh
a
rm
a
の
豊
富
な
意
味
内
容
の
中

か
ら
、

一
方
で
は

真
理
ま
た
は
教
法
、
他
方
で
は
徳
性
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
法
身
の
背

景
に
あ
り
、
時
に
区
別
さ
れ
、
時
に
か
ら
み
あ
つ
て
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
か
ら
み
あ
い
と
区
別
を
示
す
も
の
と
し
て

大
智
度
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
智
度
論
は
い
く
つ
か
の
箇
所
に
お
い
て
二

身
説
に
言
及
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
解
釈
上
の
問
題
を
残
し

て
い
る
。
(
7
)
要
す
る
に
、
二
身
説
の
う
ち
の
第

一
身
を
説
明
す
る
に
当

つ
て
、

あ
る
場
合
は
そ
れ
を
法
性
と
同
視
し
、
ま
た
あ
る
場
合
は

<覚

者
の
諸
徳
性
を
有
す
る
も
の
>
と
し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(8
)

三
身
説
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
二
種
の
二
身
説
が
残
し
た
整
理
の

問
題
に
促
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第

一
身
を
法
性
と
見
な
す
二
身
説
と
、
そ
れ
を

<無
量
の
功
徳
を
有
す
る
、

超
人
格
的
仏
陀
>
と
見
な
す
二
身
説
を
総
合
的
に
ま
と
め
る
必
要
性
か

ら
三
身
説
が
成
立
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

実
際
、
三
身
説

の

一
つ
の
典
型
を
あ
ら
わ
し
た
大
乗
荘
厳
経
論

(M
a
-

b
a
y
a
n
a
s

tra
la

k
a
Ha
)
は

第

一
身

を

法

界

に

等

し

い

も

の

と

し
、

他

の

二
身
の
依
止

(asraya
)と
説
く
が
、
第
二
身

を
、

こ
の
浄
法
界
を
悟

り
、
覚
者
と
し
て
の
諸
功
徳
を
獲
得
す
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
第
三
身
は
衆
生
の
教
化
の
た
め
に
あ
ら
わ
れ
る
歴
史
上
の
仏
陀
と

し
て
説
か
れ
る
。
(9
)

荘
厳
経
論
は
三
身

の
中
の
第

一
身
を
自
性
身

と
呼
ぴ
、
法
身
と
も
名

づ
け
る
が
、
以
上
見
た
成
唯
識
論
の
個
別
的
用
法
は
こ
の
伝
統
を
受
け

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
1
0
)

荘
厳
経
論
よ
り
少
し
遅
れ
て
成
立
し
た
と
思

わ
れ
る
宝
性
論

(R
at
-

n
aggotrav
ib
ha
g
a
 
M
aha
yano
ttarat
n
trasastra
)は
荘
厳
経
論

の
影
響
を

受
け
な
が
ら
相
違
点
を
示
す
三
身
説
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
主
な
る

相
違
点
は
法
身
の
と
ら
え
か
た
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
宝
性
論
に
お
け

る
多
数
の
法
身
の
用
法
の
中
で
二
種
が
目
立
ち
、

一
つ
は

一
切
衆
生
に

滲
透
す
る
如
来
性

(tmtha
gatmdh
a
u
)
の
同
義
的
用
法
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
煩
悩
所
知
障
を
断

っ
て
あ
ら
わ
に
な

っ
た
如
来
そ
の
も
の
の
同

義
的
用
法
で
あ
る
。
後
者
は
完
全
な
る
覚
者
と
し
て
智
慧
と
大
悲
を
根

本
と
な
し
、
無
量
無
辺
の
徳
性

(gun
a
=
d
h
a
m
a
)
を
有
し
、
不
可
思
議

な
は
た
ら
き

(kriy
a
)を
発
揮
す
る
も
の
と
説
か
れ
る
。
さ
ら

に
、
こ

の
如
来
そ
の
も
の
、
ま
た
は
如
来
法
身
は
、
三
身

と
い
う
あ
り
か
た

(v
rtti
)を
示
し
、
自
利
成
就
と
利
他
成
就

の
二
種

の
機
能

(k
rm
a

H
fun
ction
)
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
三
身
に
分

け
ら
れ
る
と
説
か
れ

る
。
(
1
1
)

こ
の
如
来
法
身
は
遍

一
切
の
如
来
性
の
完
成
で
あ
り
、
如
来
・

法
身

の
他
に
第

一
義
諦
・
浬
繋
と
い
う
説
明

語

に
よ
っ
て
述

べ
ら
れ

<
法

身
>

の

二

種

に

つ
い

て

(
R
・

ア

ビ
ト
)
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<法
身
>

の
二
種

に
つ
い
て

(
R
・

ア
ビ
ト
)

る
。
(
1
2
)

こ
の
完

成

さ

れ

た

境

地

に

お

い
て

は
悟

る
対
象

と

し

て

の
真

理
、

す
な
わ
ち
第

一
義
諦
は
、
悟
る
側

(覚
者
、
如
来
)
と
不
二
で
あ
る
と
解

せ
ら
れ
る
。
な
お
、
以
上
の
成
唯
識
論

の
法
身

の
総
括
的
用
法
は
か
の

宝
性
論

の
如
来
法
身
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

要
す
る
に
、

<法
身
>
に
は
二
種

の
目
立
っ
た
用
法
が
あ
,
 
り
、

一
つ

は
三
身

の
中
の
第

一
身
を
さ
す
、
浄
法
界
と
同
視
さ
れ
る
個
別
的
用
法

で
あ
り
、
(
1
3
)

他
は
三
身
を
含
め
た
如
来
そ
の
も
の
、
覚
者
性

(b
u
ddh
a
-

tva
)
を
さ
す
総
括
的
用
法
で
あ
る
。
後
者
は
宝
性
論
に
お
い
て
宣
揚
さ

れ
、
前
者
は
大
乗
荘
厳
経
論
の
所
説
、
特
に
そ
の
仏
身
論
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
概
念
と
し
て
宣
揚
さ
れ
る
。

こ
の
二
論
書
を
背
景
に
し
て
成

唯
識
論

は
同
じ
箇
所
に
お
い
て
二
種
の
用
法
の
区
別
に
注
目
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
法
身
の
概
念
の
展
開
、
さ
ら
に
仏
身
論
の
展
開
の
研
究
に
課

せ
ら
れ
る
種

々
の
問
題
が
残
る
が
、
以
上
見
た
法
身
の
二
種
の
用
法
の

区
別
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
追
究
す
る
た
め
の

一
つ
の
手
が
か
り
に
も
な

る
で
あ

ろ
う
。

1
 
唯
識
三
十
類
の
第
三
十
に
対
す
る
釈
文
。

2
 
仏
功
徳
に
つ
い
て
は
種
々
の
伝
統
が
あ
る
が
、
か
の
仏
功
徳
(b
ud
dh
a
-

dh
arm
a
)
が悟
り
の
智
慧
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

河
村
孝
照
著
、
『
有
部
の
仏
陀
論
』
(山
喜
房
、
昭
和
五
十
年
)
三
〇
一
-

三
四
一
、
ま
た
、
高
崎
直
道
、
「am
Uk
tajna
の
語
義
に
つ
い
て
」
『印

仏
研
』
巻
六
、
一
九
五
八
年
、
一
八
六
-
一
九
〇
、
参
照
。

3
 
天
野
宏
英
、
「
ハ
リ
バ
ド
ラ

の
仏
身
論
」
『
宗
教
研
究
』
巻
三
七
、

一
九

六

四
年
、

二
七
七
-
三

〇
七
は

こ
の
二
種
を
指
摘

し
て
い
る
。
(
二
七
九
頁
)

4
 
D
.
N
.III
,
8
4
,
は
有
名

な
箇
所
。

般
若
経
典
に
は
例

え
ば

R
.M
itra
"

4
6
1
:
 
2
2
-
4
6
2
:
1
,
1
5
-
1
6(順

次

に
大

正

八
、
6
0
1
c
,
6
0
2
c
,
6
4
3

6
6
4
b
,
6
7
4
a
)
、ま

た
、

E
.
C
o
n
ze
,
e
d
,
V
a
jra
c
ch
ed
ik
a
 P
r
a
j
a
b
a
-

r

ita
,
R
o
m
a
,
ls
 M
E
O
,
1
9
5
7
,
 

p
p
.
5
6
-
5
7(大

正
八
、
7
5
2
b
)等

が

あ
げ

ら

れ

る
。

5
 

中

村

元
、

「
華

厳

経

の
思

想

史

的

意

義

」
、
中

村

元

編
、

『
華

厳

思

想
』

(
法

蔵

館
、

昭

和

四

七

年
)

八

一
-
一

四

四
、

ま

た
、

J
.
T
p
k

a
k
i
.
,

『
印
仏
研
』
巻
十

四
、

一
九
六

六
年
、

九

一
九
-
九

〇
三
、
参
照
。

6
 
高
崎
直
道
著
、
『
如
来
蔵
思
想

の
形
成
』

(
春
秋
社
、

一
九
七
四
年
)

七

六
三
-
七

六
七
参
照
。

7
 
宇
井
伯
詩
、
「
大
智

度
論

に
お
け
る
法
身
説

」
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
四

(岩
波
書
店
、

一
九

六
五
年
)
、
四
〇

一
-
四
二
四
参
照
。

8
 
例

え

ば
、
大

正

二

五
、
2
7
a
,
7
4
7
a
,

等

と

比
較

し

て
1
2
1
c
-
1
2
2
b

23
6
a
,
2
7
8
a
参
照
。

(P
ar
is
:
 Lib
ra
ire
 H
o
n
o
re
 C
h
m
n
p
io
,
1
9
0
7
)p
p
.
4
5
-
4
6荘

厳

経

論

の
仏

身

論

に
は
解

釈

上

の
問

題

が

残

る

と

い
わ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ
れ

は
主

と
し

て
受

用
身

(
sa

b
h
o
g
ik
a
-k

y
m
)
と

呼

ば

れ
る
第

二

身
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の
理
解
を
め
ぐ
る
問
題

で
あ

り
、
別
な
検
討
を
要
す

る
が
、
成
唯
識
論
は

こ
の
問
題
に
対

し
て
自
受
用
身
と
他
受
用
身

の
区

別

を

あ

ら

わ

し

て

い

る
。
(
大
正
三
十
、
5
7
c
.
)

10
 
成
唯
識
論

は
こ
の
第

一
身
を

<大
功
徳
法
所
依
止
>

と
説
き
、
荘

厳
経

論

の
a
s
r
m
y
a
と
し

て
の
法
身

を
受
け

つ
い
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ

に
よ

つ
て
法
身

は
智
慧
に
基
づ
い
た
諸
功
徳

を
離
れ

て
い
な

い
と
い
う
こ

と
が
強
調
さ

れ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
功
徳

の
所
依

止
で
あ
り
、

そ
の
獲

得

は
第

二
身

の
受
用
身
に
あ
て
は
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

trsa
a
str
a
 (P
a
tn
a
:
 Bih
ar
 R
e
ea
r
ch
 S
o
cie
ty
,
1
9
5
0
)
。こ

の
論

書

の

第

二
章

は
菩

提

(
b
o
d
h
i
)
を

主

題

に

し

て
、

如

来

法

身

の
総

合

的

あ

り

か

た

を
説

き
、

第

三
章

は

そ

の
功
徳
、

第

四

章

は

そ

の

は

た

ら

き
を

述

べ

る
。

13
 

こ
の
個
別
的
用
法
と
宝
性
論

の

<如
来
性
>

の
同
義
語
と
し

て
の
法
身

と
が
d
h
a
t
u
(性
、
界
)

と
し
て
軌
を

一
に
し

て
い
る
と
言
え
る
が
、
後

者

は

一
切
衆

生
に
遍
満

し
滲
透

し
て
い
る
と
強
調
さ
れ
、

こ
の
点
で
大
乗

荘
厳
経
論

が
説
く

<浄
法
界
>

と
相
違

点

を

示

す
。

な

お
、

唯
識

説

の

d
h
a
t
u
と
如
来
蔵
説

の

d
h
a
tu

の
相
違
点
に

つ
い
て
、
高
崎
直
道
、
「
転

依
-

a
sr
a
y
m
-p
a
riv
r
tti
と

a
sr
ay
a
-p
a
ra
v
r
tti
」
『
日
本
仏
教
学
協

会
年

報
』

巻
二
十
五
、

一
九
五
九
年
、

八
九
-
一

一
〇
参
照
。

世
親
著

の

『
法

華
論
』

に
は
三
身
の
中
の
第
二

身

は
如
来
蔵

と
し

て
説

か
れ
、

<如
来
性
>

と
同
義
的

に
見

ら
れ
る
。

こ
の
点

は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
と

い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

<法
身
>

の
二
種

に

つ
い
て

(
R
・
ア

ビ
ト
)
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